
１． 製 品 概 要 ・ 特 長

４． 外観イメージ・概略構造

 (1) 従来製品（600W出力品：PAF600F280） と 同サイズで 1200W 出力を実現

 (2) 高効率 約94% @Vin=210V～425V、1.2kW出力時の損失 Pd=約77W

　　（PH1200A280共通、従来品 PAF600F280で Vin=400V時の損失レベル ）

 (3) 各種機能 ： 出力側 補助電源（AUX 12V 20mA）、 IOG（出力動作モニタ）、

　　TRM（出力電圧可変、定格 +20% / -40%）、　+S/-S（リモートセンシング）、

　　PC（カレントシェアー並列運転）、　ORing FET内蔵 （N+1冗長運転動作）、

　　CNT/SG（リモートON/OFF）

３． 使 用 例 （大電力系統を想定）
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① 端子ピン（* 1） ： 銅（2.0φ） または 黄銅/真鍮（1.0φ）＋ Ni・Snめっき

② 銘版シール ： 型名・安全規格の表示 （ポリエステル樹脂＋インク印刷）

③ 樹脂カバー  ：  PBT（ポリブチレンテレフタレート）樹脂、　絶縁体

④ 樹脂フレーム ： PPS（ポリフェニレンサルファイド）樹脂、　絶縁体

⑤ ケース内蔵 樹脂基板 ： FR-4　（UL94V-0）　（* 2）

⑥ ベースプレート 兼 放熱基板 ： アルミニウム材（A1050P） t=1.5mm

　　　（製品内部において、パワー電子部品の実装基板と兼用しています）

⑦ 製品名, Lot No., Serial No. 表示シール ： ポリエステル樹脂

⑧ 固定用支柱（Stud, 4ヶ所）： Ni めっき付き快削鋼、導体（ベースプレート同電位）

注） * 1  本製品には ピン番号の規定はありません。　詳しいピン機能については、取扱説明書をご参照ください。 
　　　* 2  使用部品・材料の難燃グレードは 銘版・ロットシールを除き UL94V-0ですが、製品自体の難燃性認証は未取得です。

５． 概略内部回路 および 説明

① 製品の回路方式

　・ 主回路DC-DCコンバータ ： 位相シフト・

　　　フルブリッジ回路、 2次側 同期整流。

　　　N+1 冗長運転用 ORing FETを搭載。

　・ 補助電源部 ： フライバックコンバータ

　　　（内部回路への供給、および AUX出力）

② スイッチング動作周波数

　・ 主回路DC-DC部 ： 200kHz typ.

　・ 補 助 電 源 部  ：  115kHz typ.

　 （周波数ばらつき±20％程度、温度変動含む）　

③ 耐 電 圧 （各1分間）

　入出力間 3kVAC、入力-BP(FG)間 2.5kVAC、

　出力-BP(FG)間 500VAC　（BP：ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ）

④ 絶 縁 抵 抗 （1分間）

　出力-BP(FG)間 ： ＞100MΩ at 500VDC

注） 入出力間、および 入力-BP間 については

　絶縁抵抗の規定はありません。

⑤ 入力ヒューズ・入力フィルタ

　安全の為、必ずヒューズを外付けしてください。

　ヒューズが無いと、装置の安全規格を取得

　できません。 また、EMI 対策には、外付けの

　入力フィルタが必要です（次ページ参照）。
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［ 各 部 位 の 説 明 ］

［ 実 装 方 法 ］　本製品の銘版側を伏せた状態で 端子ピンを実装基板に挿入し、フローはんだ または 手はんだで実装してください（リフロー不可）。  

　　　　温度プロファイルは、取扱説明書をご参照ください。 また 反対側のベースプレート面に、熱結合を良くしてヒートシンク（放熱器）を取り付けます。

　　　　なお、実装基板につきましては、お客様ご自身で設計・製作願います。　詳しくは 「パワーモジュールアプリケーションノート」 をご参照ください。

２． 製品ラインアップ

360V
DC

200VAC

U

V

W

PH1200A280PF1500B-360
PF1000A-360

DC-
DC

L

N

FG (Baseplate) (Baseplate)

ヒューズ
AC入力
（三相）

PH1200A280

DC-
DC

(Baseplate)FG

270V
DC

三相ブリッジダイオード

  三　相 
　 入  力
  フィルタ

出 力

200VAC

注） 上記ブロック図は概念図であり、実際の内部回路は異なります。
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＜ 以下、次ページに続きます。 ＞

注） ▲ 便宜上、補助電源を入出力別で記載していますが、実際は一体のフライバック電源です。
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８． 各種保護機能の説明

注） 保護機能は、ほぼ一瞬（～100µs）で動作します。  説明欄の数値はTYP値です。

　入力の過電圧は、10％超過（約460V）程度なら破損しませんが、保証対象外です。

　補助電源(AUX)と他の端子の短絡は、破損の恐れがありますので 避けてください。
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７． 基本接続 ・ アプリケーションヒント

EMI対策用の入力フィルタを含めますと、上図に示す規模の外付け回路が必要となります。 詳しくは、取扱説明書・型式データをご参照ください。

(2) アプリケーションヒント

（詳しくは、取扱説明書を ご参照ください。）

10． 放熱設計例について

　オプション品の標準放熱器（HAF-15T）は、強制空冷を想定したヒートシンクです。 PH1200A280-24を1ｋW出力で使用した場合の放熱計算例を示します。 

型式データより効率を94％と読み取り 電力損失を計算しますと Pd＝1kW×（1/0.94－1）＝64Wと求まります。 周囲温度50℃で使い、ベースプレート温度を

90℃(max)に設定しますと、許容温度上昇量 90－50＝40℃ですので、必要な熱抵抗はθ＝40℃/64W＝0.625[℃/W]となります。 ここで「パワーモジュール

アプリケーションノート」記載のHAF-15T放熱器の冷却特性カーブより、風速 1 m/s と求まります（これは放熱器との接触熱抵抗を無視した概算です）。

　自然空冷でのご使用、または他の形状の放熱器が必要な場合は、お客様ご自身で放熱器を設計の上、放熱器メーカーへ生産を依頼してください。

放熱設計の詳細については、別紙「パワーモジュールアプリケーションノート」の「放熱設計」の項を参照願います。

2024年 12月 更新

（本製品は、必ずヒートシンクを取り付けて ご使用ください。）
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① EMI対策用 外付け入力フィルタ　（上記 および 前ページ 「３．使用例」 参照）

　上図の入力フィルタはPH1200A280単独使用時のClass A EMI対策回路で、フェライトビーズが必要です。

　単相ACの入力側に力率改善モジュール（PF1000A-360）を使用時のEMI対策は、PF1000A-360の入力に

　入力フィルタを入れて ご検討ください（回路例はPF1000A型式データ参照）。 また、三相ACを整流・平滑

　した入力では、ACライン部に型式データの入力フィルタを三相用にアレンジして挿入されると良いです。

② リモートON/OFF（CNT端子）の使用方法について

　コモンモードコイル入力フィルタを跨いでリモートON/OFF時は、右図上段のようにフォトカプラを使います。

　前段がPF1000A-360の場合、ENA端子を用いてPH1200A280のCNT端子をON/OFF制御してください。

注） もしPH1200A280をCNT-ONしたままの状態で PF1000A-360を起動されますと、起動時に大きな突入

　電流が流れてしまい PF1000A-360を破損する恐れがありますので、その使い方を避けてください。

　また、PF1000A-360とPH1200A280の間にコモンモードフィルタを入れずに接続される場合、右図下段の

　回路も考えられますが、小信号回路にノイズが載ることを避けるため パスコンを入れてご検討ください。

９． 高効率・低損失 PR （PAF600F280との比較）

保護の種類 有無 説　　　明

過電圧 (OVP) なし  ユーザーが入力に過電圧を印加しないように注意

低電圧 （LVP) あり
 主回路DC-DC ： 起動Vin=190V, 停止Vin=175V

 補助電源 (AUX)  ： 起動Vin=40V, 停止Vin=35V

過電圧 (OVP) あり  定格Vo×135％で遮断、手動復帰（AUX-OVP：なし）

過電流 (OCP) あり  定格 I o×125％で定電流垂下（AUX-OCP 約30mA）

低電圧 （LVP) あり  OCP垂下レベル 定格Vo×50％以下で遮断、手動復帰

全体 過　熱  (OTP) あり  Tp=約108℃で遮断、手動復帰（約80℃まで冷却後）

入

力

出

力

６． ピン機能についての説明

＜ 入力側 機能ピン　基準電位はSG ＞

① CNT（リモートON/OFF） ・・・ SG端子と短絡時はDC-DC出力ON、解放でOFFとなります。

　　リモートOFF状態でも補助電源（AUX)は動作するため 1～2W 電力を消費します。

　　本機能を使用しない場合、SG端子と短絡してください。 （概略内部回路 ： 右図 上段）

＜ 出力側 機能ピン　基準電位は-S ＞

② +S,-S（リモートセンシング） ・・・ 負荷電流で生じる出力パターンの電圧降下を補います。

　　センシング点に出力電解コンデンサを接続して頂くと、電源動作を安定化し易いです。

③ TRM（出力可変） ・・・ 抵抗器の外付けにより、仕様範囲内で出力電圧を調整可能です。 

④ AUX（補助電源） ・・・ 入力があれば 主回路DC-DC部と関係なく、常時 出力します。

　　定格：12V(typ), 20mA(max)。 外付けパスコン推奨値：47µF(max) （内蔵 約 15µF）

⑤ IOG（動作モニタ） ・・・ 主回路DC-DC部が正常動作時、-Sと約40Ωで短絡されます。 

⑥ PC（並列制御） ・・・ 複数のPH1200A280出力（+V,-V,+S,-S）を並列接続し、更にPC端子

　　　同士をつなぐと出力電流を均等に分担します。 なお、制御特性上、完全な均等ではなく

　　　電流が多いPHに 他が追従する形となります。 （右図 下段参照。 並列数：最大11台。）

◎ その他 ： TRM, AUX, IOG, PCの各端子を使用されない場合は、解放としてください。

　　　出力ピン（+V/-V）の1本あたり電流耐量は50Aです。 各々並列にして使用願います。

（前項 詳細ブロックダイヤグラム 参照）
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フェライトビーズ

（1） 基本接続回路 ・ EMI対策用入力フィルタ
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